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第第第第１１１１章章章章    計画計画計画計画のののの概要概要概要概要    

 

第第第第１１１１節節節節    計画策定計画策定計画策定計画策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨    

当地域は石炭産業の興隆とともに、石炭、石炭化学、機械工業、非鉄金属を基幹産業と

して発展してきた。しかし、その発展過程において、工場・事業場からのばい煙による大

気汚染、工場排水等による水質汚濁などの公害問題が生じ、呼吸器疾患など 3,000 人を超

える健康被害者を出す深刻な状況であった。 

このような状況の中で、公害防止に関する諸施策を総合的に講じるため、当地域では、

昭和 48 年度に同 52 年度を目標とする公害防止計画を策定し、その後も 5 年毎に計画策定

を行い、公害防止に関する施策を推進してきた。その結果、当地域の環境質の状況は以下

のとおりとなり、全般的に改善されてきているが、大気や河川の水質で環境基準を超過す

る事例が見られるなど、依然として改善すべき課題が残されている。 

このため、平成 23 年度以降においても総合的な公害防止対策及び環境保全対策を引き

続き実施することで、環境基準の達成を図り、もって地域住民の健康の保護及び生活環境

の保全を図ることを目的として本計画を策定するものである。 

なお、平成 22 年度における環境質の状況は以下のとおりである。 

 

【【【【平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度のののの環境質環境質環境質環境質のののの状況状況状況状況】】】】       
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底質のダイオキシン類については、1 測定地点中、1 地点において環境基準を達成し

ている。 

河川については、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の指標でみると、8 水域中、4 水

域において環境基準を達成していない。  

海域については、ＣＯＤ（化学的酸素要求量）の指標でみると、5 水域中、全水域に

おいて環境基準を達成している。全窒素は、2 水域中、全水域において環境基準を達成

している。全りんは、2 水域中、1 水域において環境基準を達成していない。 

地下水については、2 測定地点中、全地点で環境基準を達成している。 

 

３ 騒音・振動・悪臭 

騒音における環境基準達成状況については、評価の対象とした住居等 1,353 戸のう

ち、88 戸(6.5％)が環境基準を達成していない。 

なお、自動車騒音に関しては 4 測定地点中、4 地点において環境基準を達成している。 

騒音については、5 件の苦情があった。 

振動については、苦情がなかった。 

悪臭については、8 件の苦情があった。 

 

４ 土壌汚染 

一般環境調査における土壌のダイオキシン類については、1 測定地点中、1 地点にお

いて環境基準を達成している。 

土壌汚染については、農用地の一部において、農用地の土壌の汚染防止等に関する

法律に基づく対策地域がある。 

ダイオキシン類対策特別措置法に基づく対策地域及び土壌汚染対策法に基づく指定 

区域はない。 
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第第第第２２２２節節節節    地域地域地域地域のののの範囲範囲範囲範囲    

公害防止計画を策定する地域は、福岡県の区域のうち、大牟田市の区域（平成 23 年 

4 月 1 日現在）とする。（図 1-2-1 参照） 

�

�



 4 

表 1-3-1 汚染物質等の項目ごとの目標 

区分 目     標 適用区域 備考 

「大気の汚染に係る環境基準について」 

（昭和48年5月8日環境庁告示第25号） 

浮遊粒子状 

物   質 

１時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下であり、か

つ、１時間値が0.20mg/m3以下であること。 

光  化  学 

オキシダント 
１時間値が0.06ppm以下であること。 

 

 

 

「ベンゼン等による大気の汚染に係る環境基準について」 

（平成9年2月4日環境庁告示第4号）

 ベンゼン １年平均値が0.003mg/m3以下であること 

１ 

大 
 

気 
 

汚 
 

染  

 

 

工業専用地

域、車道そ 

の他一般公 

衆が通常生 

活していな 

い地域又は 

場所以外の 

区域 

 

 
「水質汚濁に係る環境基準について」 

（昭和46年12月28日環境庁告示第59号）

 ほう素 1mg／l 以下 
 

 

２ 

水 

質 

汚 

濁 

（
１
）
健
康
項
目 

公
共
用
水
域 

 
「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁及び土壌の汚染

に係る環境基準について」 

（平成11年12月27日環境庁告示第68号）

ダイオキシン類 

 （水質） 

1pg-TEQ/ｌ以下 

 

 全公共用水域  

「水質汚濁に係る環境基準について」 

（昭和46年12月28日環境庁告示第59号） 

基   準   値  項目 
 
類型 

利用目的の適応性 生物化学的酸素要求量 

(ＢＯＤ) 

ＡＡ 
水道１級、自然環境保全及び

Ａ以下の欄に揚げるもの 
1mg/l以下 

Ａ 
水道２級、水産１級、水浴及

びＢ以下の欄に揚げるもの 
2mg/l以下 

Ｂ 
水道３級、水産２級及びＣ以

下の欄に揚げるもの 
3mg/l以下 

Ｃ 
水産３級、工業用水１級及び

Ｄ以下の欄に揚げるもの 
5mg/l以下 

Ｄ 
工業用水２級、農業用水及び

Ｅの欄に揚げるもの 
8mg/l以下 

 

Ｅ 工業用水３級、環境保全 10mg/l以下 

 

 
 

 
 

（
２
） 
生 

活 

環 

境 

項 

目 
 

ア 
 

河 
 

川 

 

水質汚濁に係る

環境基準の水域

類型が指定され

ている水域 
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区分 目     標 適用区域 備考 

 

基 準 値   項目 

 類型 
利用目的の適応性 

全 り ん 

Ⅰ 
自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げ

るもの(水産２種及び３種を除く。) 
0.02mg/l以下 

Ⅱ 

水産１種、水浴及びⅢ以下の欄に掲

げるもの(水産２種及び３種を除

く。) 

0.03mg/l以下 

Ⅲ 
水産２種及びⅣの欄に掲げるもの(水

産３種を除く。) 
0.05mg/l以下 

 

Ⅳ 
水産３種、工業用水、生物生息環境

保全 
0.09mg/l以下 

 

２ 

水 

質 

汚 

濁 

（
２
）
生
活
環
境
項
目 

イ 
 

海 
 

域 

 

水質汚濁に係る

環境基準の水域

類型が指定され

ている水域 

 

「騒音に係る環境基準について」（平成10年9月30日環境庁告示第64号） 

〔道路に面する地域〕 

基準値 
地域の類型 

昼間 夜間 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路

に面する地域 

60ﾃ ﾞ ｼ ﾍ ﾞ ﾙ

以下 

55ﾃ ﾞ ｼ ﾍ ﾞ ﾙ

以下  

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路

に面する地域及びＣ地域のうち車線を有する

道路に面する地域 

65ﾃ ﾞ ｼ ﾍ ﾞ ﾙ

以下 

60ﾃ ﾞ ｼ ﾍ ﾞ ﾙ

以下 

 

この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、

上表にかかわらず、特例として次表の基準値の欄に掲げるとおりとす

る。 

基準値 

昼間 夜間  

70ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 65ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 

備考：個別の住居等において騒音の影響

を受けやすい面の窓を主として閉めた生

活が営まれていると認められるときは、

屋内へ透過する騒音に係る基準(昼間に

あっては45ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下、夜間にあっては

40ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下)によることができる。 

 

 
 

３ 
 

騒 
 

音 

 
 

 

環 

境 

騒 

音 

 

全計画地域

（ただし、都

市計画法に規

定する工業専

用地域及び臨

港地区、港湾

法に規定する

臨港地区並び

に航空法に規

定する飛行場

については適

用しない。） 

  

 

 

第第第第４４４４節節節節    計画計画計画計画のののの主要課題主要課題主要課題主要課題    

当地域の実情にかんがみ、本計画において特に重点的に解決を図るべき主要課題は、以

下のとおりとする。 

 １ 河川の水質汚濁 

水質汚濁の著しい河川のＢＯＤに係る水質汚濁の防止を図り、併せて有明海の窒

素及びりんによる富栄養化を防止するため、有明海に流入する河川の水質汚濁防止

を図る。 

 ２ 農用地土壌汚染 

   大牟田市におけるカドミウムによる農用地の土壌汚染の防止を図る。 
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第第第第５５５５節節節節    計画計画計画計画のののの期間期間期間期間    

本計画の実施期間は、平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間とする。 

 

第第第第６６６６節節節節    関係法令関係法令関係法令関係法令によるによるによるによる地域指定地域指定地域指定地域指定のののの概要概要概要概要    

当該地域における環境保全に関する個別課題に係る関係法令による地域指定の状況は、

表 1-6-1 のとおりである。 

 

表 1－6－1 公害関係法令による地域指定の状況（平成 23 年 12 月末現在） 

ＳＯx ＮＯｘ 騒音環境基準 

類型指定地域 

 

区分 

 

 

 

 

 

 

市町村名 

総

量

規
制

地
域

指
定 

Ｋ

値 

総

量

規
制

地
域

指
定 

湖

沼

水

特

法

指

定

地

域 

水

質

総

量

規

制

指

定

地

域 

生

活

排

水

対

策

重

点

地

域 

 

一

般

騒

音

 

航

空

機

騒

音 
新

幹

線

鉄

道

騒

音 

騒

音

規

制

法

指

定

地

域 
振

動

規

制

法

指

定

地

域 

悪

臭

防

止

法

規

制

地

域 

工

業

用

水

法

指

定

地

域 

ビ
ル
用

水

法

指

定

地

域 

農
用
地
土
壌
汚
染
対
策
地
域 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
特
措
法
対
策
地
域 

土
壌
汚
染
対
策
法
指
定
区
域 

大牟田市 ○ 
3.5 

（2.34） 
－ － － ○ ○ － △ ○ △ ○ － － △ － － 

凡例：○…全域指定、△…一部指定、－…指定なし、（）…特別排出基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


